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SmartHR-GPASS連携
概要説明＆操作マニュアル

株式会社Liquid GPASSカスタマーサクセスチーム
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SmartHR - GPASS連携
概要説明
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SmartHRとGPASSの連携による管理(概念図)

GPASS検証済み

詳細在留資格情報
基本情報

(在籍状況・部署など)

日本人従業員を含めた汎用的・共通管理基盤

外国人材特化の専門管理機能

各種手続き、給与計算、給与明細等を通貫するSmartHRの総合管理に、
外国人材に必要な専門的管理を外付けする事ができます。

在留カード全種対応
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SmartHR / GPASSそれぞれ登録後に社員番号で接続。
その後はGPASSで確認した情報がSmartHRへ自動連携され続ける。

入社手続き GPASS登録招待

GPASS登録

従業員情報
GPASS領域
(全数管理)

社員番号
紐付け

期限切れ・失効等

新カードへ更新

自動連携

自動連携

SmartHRとGPASSの連携による管理(フロー)
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SmartHR基本情報
(社員番号・在籍状況・部署)

SmartHR基本情報

SmartHR標準項目
在留資格情報

GPASSの在留資格情報
GPASS追加項目

在留資格情報

(連携しない)
GPASSの詳細情報

(失効情報照会・履歴データなど)

GPASS登録済みユーザーのSmartHR連携項目

従業員リスト及び在籍状況はSmartHRが基準
在留資格はGPASSのチェックが通った高精度の情報を利用

※連携対象項目はアップデートされます。詳しくはGPASS Manager付属のヘルプをご確認ください。



6Strictly Confidential©️ Liquid Inc. All Rights Reserved.

SmartHR基本情報
(社員番号・在籍状況・部署)

SmartHR基本情報

SmartHR標準項目
在留資格情報

在留資格情報（一部）

(連携しない)
その他GPASS保有項目

(手動管理)

GPASS本人確認前の従業員管理

既存従業員などGPASSアプリでの登録前の方も、
SmartHR情報を元に有効期限など最低限の一元管理が可能

< 本人確認前ユーザーの連携項目 >

SmartHRからの
一方通行

URLまたはQRコードで、
GPASS登録を招待

対象者1人1人全数を管理画面上で状態認識しながら、
順次GPASS登録＆SmartHR連携済みのユーザーへ昇格

※連携対象項目はアップデートされます。詳しくはGPASS Manager付属のヘルプをご確認ください。
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SmartHR - GPASS連携
操作マニュアル
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SmartHR – GPASS連携に関わる操作の全体像

SmartHR と GPASS Manager を接続し、従業員単位で在留資格情報を連携するまでの流れです。

1
SmartHR-GPASS

環境間の連携

SmartHRに連携用の管理者アカウントを作成し、

SmartHR PlusとGPASS Managerを接続（初回のみ）

2 従業員情報の紐付け
GPASS ManagerでユーザーにSmartHR社員番号を紐づけ

ると、双方の情報が自動で連携されます

3 退職時の自動解除
SmartHRで退職済にするとGPASS 側のサービスが

自動で OFF になり、連携が解除されます

4
退職以外の

手動での連携解除

GPASS ManagerまたはSmartHRのどちらからでも

連携を解除できます

5
補足：

本人確認前ユーザー

SmartHR側からGPASS本人確認未実施のユーザーを

自動作成し、後に個人用の招待URLで本人確認へ進めます
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1. SmartHRテナント-GPASS環境間の連携
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1-1. SmartHR：連携用の管理者アカウントを作成

STEP 1-1｜SmartHR（管理画面）

1. 既存の管理者アカウントで、

接続対象テナントのSmartHR 

にログインします

2. 左メニュー「共通設定」＞

「メールアドレスアカウント」

を開きます

3. 「招待する」でアカウント権

限「管理者」を選び、異動・退

職の影響を受けないメールアド

レスで招待します

補足：専用管理者の設定を強く推奨

別の管理者で環境を再接続するには、

連携のダウンタイム・事業者側での

対応・Liquid への連絡が必要になり

ます。

個人アカウントではなく、削除され

ない専用管理者を設定してください。
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1-2. SmartHR Plus：GPASSアプリページからログイン

STEP 1-2｜SmartHR Plus

1. SmartHR PlusのGPASS ア

プリページ（外国人材管理 › 

GPASS）を開きます

2. 画面右上の「ログイン」をク

リックします

https://www.smarthr.plus/apps/gpass

https://www.smarthr.plus/apps/gpass
https://www.smarthr.plus/apps/gpass
https://www.smarthr.plus/apps/gpass
https://www.smarthr.plus/apps/gpass
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1-3. SmartHR Plus：ログイン案内のモーダルを進む

STEP 1-3｜SmartHR Plus

「SmartHRアカウントが必要

です」と表示されたら、右下の

「ログイン」をクリックします
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1-4. SmartHR：連携用の管理者アカウントでログイン

STEP 1-4｜SmartHR ログイン

1. SmartHRのログイン画面に

遷移します

2. STEP 1-1 で作成した管理者

アカウントのメールアドレスと

パスワードを入力し、「ログイ

ン」をクリックします
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1-5. SmartHR Plus：利用するテナントを選択

STEP 1-5｜SmartHR Plus

1. 「SmartHR Plusを利用する

テナントを選択してください」

と表示されます

2. GPASSと接続する会社（テ

ナント）を選び、「次へ」をク

リックします

補足

複数テナントの管理者になっている場合

のみ、この画面が表示されます。
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1-6. SmartHR Plus：ログイン状態を確認

STEP 1-6｜SmartHR Plus

GPASSアプリページに戻り、

右上が人型のアイコンに変わっ

ていればログイン完了です

SmartHR Plus側の準備はここまで。続けて GPASS Manager 側で接続します。
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1-7. GPASS Manager：外部連携からSmartHRと接続

STEP 1-7｜GPASS Manager

1. GPASS ManagerにGPASS

Managerの管理者アカウントで

ログインします

2. 上部メニュー「外部連携」を

開きます

3. 「SmartHR連携」の「連携

」をクリックすると、

SmartHRとの接続処理が実行

されます

補足

「連携」を押すと環境間の連携処理が実

行されます。接続先テナントが正しいか

、事前に確認してください。

これで環境間の連携設定は完了です。

※この外部連携タブの表示にはLiquidへの事前依頼が必要です。
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2. 従業員情報の紐付け
GPASS Manager のユーザーに SmartHR 社員番号を紐づける
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2-1. GPASS Manager：対象ユーザーの行を編集モードに

STEP 2-1｜GPASS Manager

1. 「ユーザー情報」＞「ユーザ

ー情報一覧」で、紐づける従業

員の行を探します

2. 行をダブルクリック、または

右端の「編集」ボタンをクリッ

クして編集モードに入ります

補足

左の検索欄で氏名・メールアドレス・在

留カード番号などから絞り込めます。
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2-2. GPASS Manager：SmartHR社員番号を入力して確定

STEP 2-2｜GPASS Manager

1. 「SmartHR社員番号」欄に

、SmartHRに登録されている

社員番号を入力します

2. 右端の「確定」をクリックし

ます

補足

社員番号は SmartHR の従業員情報「業

務情報 › 社員番号」と完全に一致させて

ください。
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2-3. GPASS Manager：SmartHRの情報が反映される

STEP 2-3｜GPASS Manager

確定後、連携処理が走りますの

で少しお待ちいただきます

同じ行に「SmartHR在籍状況

」「SmartHR部署名」が自動

で表示されれば連携完了です

GPASS Manager側で社員番号を登録するだけで紐付けが完了します。
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2-4. SmartHR：従業員情報にGPASSの情報が連携される

STEP 2-4｜SmartHR（確認）

SmartHR側の該当従業員の情

報ページを開くと、「GPASS

」セクションに在留カード情報

などが表示されています

補足

GPASS ID、本人確認結果、在留カード

番号、国籍、在留資格、カード有効期限

、就労制限の有無などが連携されます。

以後、GPASS で確認した最新の在留資格情報が SmartHR へ自動で連携され続けます。
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3. 退職時の自動解除
SmartHR で退職済にすると、GPASS 側のサービスが自動で OFF になります



23Strictly Confidential©️ Liquid Inc. All Rights Reserved.

3-1. GPASS Manager：操作前の状態（連携中）

STEP 3-1｜GPASS Manager（確認）

退職手続き前は、対象ユーザー

に SmartHR社員番号・在籍状

況（在籍中）・部署名が表示さ

れています
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3-2. SmartHR：従業員を「退職済」にする

STEP 3-2｜SmartHR

1. SmartHRで対象従業員の情

報を編集し、「入退社情報」の

「在籍状況」を「退職済」に変

更します

2. 「退職年月日」を入力し、「

更新する」をクリックします。

※ SmartHR 側の情報更新は、従業員情報の CSV 一

括アップロードでも行えます。
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3-3. GPASS Manager：サービスOFFと連携解除を確認

▼ 対象行の拡大

STEP 3-3｜GPASS Manager（確認）

ユーザー情報一覧で対象ユーザ

ーの「サービス」が OFF にな

り、SmartHR社員番号・在籍

状況・部署名が空欄になります

補足

「サービス」列は一覧を横にスクロール

（または画面を縮小表示）すると確認で

きます。

退職の場合、SmartHR退職手続きだけで GPASS 側は自動でサービス(＆課金)停止。

手動での解除操作は不要です。
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4.退職以外の手動での連携解除
GPASS Manager から解除する方法／SmartHR から解除する方法
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4-1. GPASS Manager：編集モードで「連携解除」

STEP 4-1｜GPASS Managerから解除

1. 連携中のユーザーの行をダブ

ルクリック（または「編集」）

して編集モードに入ります

2. SmartHR社員番号の横に表

示される「連携解除」をクリッ

クします
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4-2. GPASS Manager：「確定」で解除を反映

STEP 4-2｜GPASS Managerから解除

1. 「連携解除」を押すと社員番

号欄がクリアされ、「確定」ボ

タンが有効になります

2. 「確定」をクリックします
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4-3. GPASS Manager：連携解除を確認

STEP 4-3｜GPASS Manager（確認）

対象行の SmartHR 社員番号・

在籍状況・部署名がすべて空欄

になれば解除完了です

GPASS Managerからの連携解除はこれで完了です。

別の方法としてSmartHR 側から連携解除する方法もございます。（次ページ以降）
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4-4. SmartHR：「GPASS連携しない」に変更

STEP 4-4｜SmartHRから解除

1. SmartHRで対象従業員の情

報を編集し、「GPASS」セク

ションの「GPASS 連携」を開

きます

2. 「GPASS 連携しない」を選

択し、「更新する」をクリック

します

※ SmartHR 側の情報更新は、従業員情報
の CSV 一括アップロードでも行えます。
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4-5. SmartHR：GPASSの情報がクリアされる

STEP 4-5｜SmartHR（確認）

更新後にページを再読み込みす

ると、「GPASS 連携：GPASS

連携しない」となり、GPASS

の各項目が空欄になります

GPASS Manager/SmartHRどちらの画面から解除しても双方の連携情報がクリアされます。

両方対応する必要はありません。
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5. 補足：本人確認前ユーザーの接続
SmartHR 側からGPASSユーザーを作成し、招待 URL で本人確認へ進める
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5-1. SmartHR：「GPASS連携する」に変更

STEP 5-1｜SmartHR

1. まだ GPASS に登録されてい

ない従業員の情報を SmartHR

で編集します

2. 「GPASS」セクションの「

GPASS 連携」を「GPASS 連

携する」に変更し、「更新する

」をクリックします

補足

GPASS アプリでの本人確認（eKYC）が

まだの従業員でも、この操作で先に

GPASSの本人確認前ユーザーを自動で作

成して連携を確立できます。
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5-2. GPASS Manager：本人確認前ユーザーが作成される

STEP 5-2｜GPASS Manager（確認）

ユーザー情報一覧の先頭に、

SmartHR社員番号・在籍状況

・部署名が入ったユーザーが自

動で作成されます

補足

本人確認が未実施のため、本人確認欄は

空欄のままです。
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5-3. GPASS Manager：詳細画面からGPASSアプリへ招待

STEP 5-3｜GPASS Manager

1. 一覧で対象ユーザーの氏名を

クリックし、詳細画面を開きま

す

2. 「在留カード等情報」の「

GPASSアプリのユーザーとし

て招待する」をクリックします
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5-4. GPASS Manager：招待URL／QRコードを本人に渡す

STEP 5-4｜GPASS Manager

1. 表示された「招待URL」また

は「招待QRコード」を、対象

の従業員本人に渡します

2. 従業員はスマホでこのURLか

ら GPASSアプリをインストー

ルし、本人確認を行います

補足

URLは本人専用です。他の方の招待には

使えません。

「URL再発行」をすると、以前のURLは

無効になります。有効期限にも注意して

ください。

本人確認が完了すると、在留カード情報がSmartHRへ自動連携されます。

以降は本人確認済みのユーザーとして連携が継続します。
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・不法就労を防ぐ高精度の在留カード確認

・業務手間を大幅に削減する機能とサービス

は、

を併せ持つ外国人雇用の強い味方です。
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本サービスについてのお問い合わせ、
利用申し込みはこちらまで。

【ご連絡先】
株式会社Liquid GPASSチーム

gpass-biz@liquidinc.asia
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